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! 本実践は， 1年「ふえたり へったり」の授業づくりを通して，前述の r2 1世紀
i型能力Jの中核をなす「思考力j，とりわけ「批判的思考力Jにスポットをあてて提
:案したい。




































































































































































































































































































「でんしゃごっこJ -・・・・・・..----_..----_..-・・・・・・・・・・・-ー-・....... ' 
;・fももたろうJ運転手の「ももでんJが， rももJrいぬJrさるJrきじJi































































































4 本時のまとめI4 (1)板番の劉盟ブロックの操作イメー ジキ教の噌減を表す言葉の却むをも
をする。 I とに自分や友だちの棚月のよかったところに着目させる言舗を投げか
けることで，蜘怜操作と言葉を結び付けて「数の増跡わ意味」につ
いて完掛句にとらえることができたことを振り返りゃすくする。
(2)これからどんなことを学習していきたいカ明い加することで" rもっ
といろいろと数が増えたり減ったりするお話を考えていきたいなJと
いった次の単元に向かう学習意欲や思量しをもたせやすくする。
期待する児童の姿
。「でんしゃごっこJのお客さんの数は増えたり減ったりしたけど，数図ブロックを動かした
り， rふえたりJrへったりJする言葉に気を付けてお話したりすると，数がはっきりとわか
ったよ。
C激がどんどん「ふえたりJr，へったり」変わっていくのがおもしろかったよ。もっといろいろ
と数が『ふえたりJrへったりJするお話を考えていきたいえら
問主3・
7 省察
教室で電車に乗り降りをする場面を設定
して，模擬的な体験を楽しませながら、数
の増減に着目させていった。体験を通して，
数の増減の意味を実感的にとらえさせるこ
とができたのではないかと考える。また，
「でんしゃごっこJの役割演技に対応して，
数回プロックの操作を行うようにした。そ
の際には r5人のってきました。 5人ふえ
たので， 7人になりましたJなど，数図プ
ロックの操作と共に声に出させるようにさ
せた。数図プロックの操作では， rでんし
1 
圃園町
亡~コ え
やごっこJ体験を想起させながら『ふえるj
「へるJといった数の糟減の動きを対応さ
せ，何度も繰り返し操作して「ことば」と
「操作」という算数的な表現を正しく結び
付いていくことができた。「でんしゃごっ
こ」といった具体的な動きに基づく数図ブ
ロックの操作を通して，動きと算数的な表
現(rことばJr操作J)を結び付けながら
説明しj確かめていく展開の大切さを再認識
することができた。「本当に，そうなの
か?J rどうして，そのように考えたの
か?Jと問われた際に， rでんしゃごっこ」
-48 -
における数の増減の動きを拠り所に，本時
のねらいに迫る視点を絞って批判的に聞い
直し，確かめていく子どもの姿が見られた。
今後も子ども自らが考えを問い直すような
「批判的思考力」の発揮しやすい場面を意
図的に組み込んだ授業づくりに取り組んで
いきたし、
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